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 資料  

 災害活動実習の実習目的に対する看護学生の学び  

-レポートの分析にテキストマイニングの手法を用いて - 

Nursing Students' Learning about the Practice Objectives of Disaster 

Action Training: Using Text Mining Methodology to Analyze the 

Reports 
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Ⅰ  はじめに  

本学は，カリキュラム・ポリシーとして，「①

一般教養科目は，学ぶことへの知的好奇心を養

い，事象に対して深く掘り下げて考える力，自

ら課題解決を行える力を育成するための基礎

的な科目を配置している．②専門基礎科目では，

人を心身両面から理解するのに必要な基礎科

目と社会や医療を幅広く理解する科目を配置

している．③看護専門科目では，看護のゼネラ

リストとしての専門家を養成するため，必要な

知識と技術を体系的に学習できる科目を配置

している．④地域医療の充実と発展に貢献でき

る能力を養うために，その専門性を深めるべく，

在宅看護学，救急・災害看護学，地域看護学を

選択して履修できる科目を配置している．⑤看

護の発展に寄与できる能力を養うために，最終

学 年 に は 看 護 を 統 合 す る 科 目 を 配 置 し て い

る．」の 5 つを掲げている．そこで，最終学年

で行われる災害活動実習では，課題解決能力と

看護への発展への寄与を考慮し実習を組み立

てている．災害活動実習の目的は「①災害発生

時の看護活動における基礎的能力を養う．②原

子力災害における看護職の役割を理解する．」

としている．そして，「①災害発生時の看護活

動における基礎的能力を養う．」に対して，自

然災害を想定した取り組みを行っている．  

災害活動実習を通して，学生には「自然災害

から要配慮者の命を守る健康づくりと防災対

策を創造するために，学生が地域特性を理解し，

課題解決に向けた提案ができる」を具体的目標

として求めている．本研究を通して最終的に学

生に課すレポートが具体的目標に沿う内容を

表しているかを検証したいと考えた．学生に課

すレポートを検証することは災害看護教育の

発展における基礎資料につながると考える．  

本邦の看護教育においては， 2 0 0 9 年の看護

基礎教育カリキュラムの改正より，災害看護の

内容が含まれる「看護の統合と実践」という統

合分野が設定された．日本各地でいつ発生して

もおかしくない大規模災害に備え，災害看護教
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育の充実は喫緊の課題である．災害看護におけ

る看護教育においては，災害の机上シミュレー

ション（井上，2 0 1 9）や避難訓練への参加演習

（河合，2 0 2 0）など教育の工夫についての報告

が散見される．また，谷口ら（ 2 0 1 9）は地域コ

ミュニティの特性を視野に入れた災害対策マ

ップ作り演習の地域活動に対するセルフエフ

ィカシーやモチベーション，地域の災害対策に

ついての関心度を教育効果として 授業の有効

性を報告している．しかし，災害看護における

看護教育に関する研究が少ないことを，木田

（ 2 0 1 9）は災害看護学会誌のレビューから指摘

しており，各大学で模索しながら災害看護にお

ける看護教育を構築しようとしていることが

伺えた．そのため，本研究で災害看護について

学生のレポートを分析し，教育の効果を検討す

ることは，災害看護教育の発展に寄与できると

考える．  

今回，課題設定した避難所は本学の体育館で

ある．本学体育館は敦賀市地域防災計画に基づ

き敦賀市より指定避難所として指定されてお

り，有事の際には，地域住民の一時的な滞在場

所として機能する．避難所生活で生じる健康問

題を予防する視点から，看護学生として住民の

健康を守る役割が期待される．この災害活動実

習を通して，学生のレポートにおける学びを明

らかにすることは，学習効果を高める実習へ，

さらに実習内容を充実させるための検討材料

となると考える．また，災害活動実習は，地元

の関連機関と大学が連携した新たな取り組み

であり，災害対策について，平時から地元の

人々と課題解決に向け，関係機関とともに大学

が創造的に連携体制を構築するための基礎資

料になると考える．  

本 研 究 は 自 然 災 害 に 対す る 災 害 看 護 教 育 の

効果について学生のレポートから分析を行う．

そして，レポートの全体像をとらえるため，個

別のレポートを分析する形ではなく，レポート

を全体としてとらえ分析できるテキストマイ

ニングの手法を用いる．テキストマイニングの

手法を用いて，学生の記録物を分析することは

看護教育分野で行われている手法である．そこ

では，頻出語の抽出や共起語の関連性を示し，

再度記録内容の吟味検討を行うことで学習効

果の分析が行われている（古田， 2 0 1 9．合田

2 0 1 9．今井， 2 0 1 8．河村， 2 0 1 9．越中， 2 0 1 5．

小田， 2 0 1 5．安田， 2 0 1 2）．記録物を分析する

ことおよび，それをテキストマイニングの手法

で行うことは妥当だと考えた．  

 

Ⅱ  方法  

1）研究方法および調査期間  

（ 1）データ収集期間  

令和 3 年 7 月 2 8 日から令和 3 年 8 月 3 1 日ま

で．  

（ 2）研究対象  

災害活動実習の学生の学びを分析するため，

令和 2 年度の履修者 1 6 名のレポート 1 6 件を対

象とした．在学中は強制力を除けないため，学

生たちが卒業後に分析を行うこととした．協力

者 の 負 担 を 考 慮 し ， 説 明 文 と 同 意 の 確 認 は

Go o gl e  フォームで行った．強制力を抑えるた

め，研究者本人よりメールで Go o gl e  フォーム

の案内を行った．一旦同意したのちでも，口頭

やメールを用い自由に撤回できることを保証

した．回答を保管するため，研究者は協力者が

回答した Go o gl e フォームを印刷し保管した．  

（ 3）分析方法  

災害活動実習における実習内容およびレポ

ートを分析することとした．災害活動実習の内

容については，行ったフィールドワーク及び活

動の実施状況を記録した．  

レポートについては，レポートの文面をテキ

ストマイニングの手法で形態素解析を行った．

そして，頻出語や語同士の共起関係を分析した．

共起関係を示す J a cc a rd 係数は，同じ文章中に

2 つの語が同時に出現すると共起関係が強い

とみなし，1 に近づくほど関連が強いとみなす

指標である．テキストマイニングにはフリーソ
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フト「 KH Co d e r  Ver． 2 . 0 0 f」（立命館大学  樋

口耕一開発）を用いた．「 KH co d er  Ver． 2 .0 0 f」

は伝統的な内容分析の考え方を実践に活かす

ため，社会調査での自由記述やインタビュー記

録，新聞記事など様々なテキスト型データを分

析するために開発されたソフトである．  

2）倫理的配慮  

災害活動実習の研究的利用については，強制

力のかかる在学中には行わず，卒業後に行うこ

ととした．レポートの分析を行うにあたっては，

事前に研究対象者に研究協力についての説明

を文書で行った．その際に，参加しない場合で

も研究対象者の就業に影響を及ぼすことはな

いことを明記した．分析は，提出されたレポー

トの氏名・学籍番号を除いてから始め，個人を

研究者が識別できないようにした．各レポート

はまとめてテキスト化し，1 つのデータとして

扱った．分析結果は研究者のみが扱い，研究に

よって得られたデータは研究者以外の目に触

れないように管理し，研究終了後に大学事務局

の倉庫に 5 年間保存したのちにデータは破棄

することとした．  

研究への協力は，同意書に記載された「説明

を読み，レポート分析への参加に同意されます

か．」の項目での「はい」という回答をもって

同意とみなした．対象者への呼びかけは強制力

を考慮し口頭では行わないこととした．  

既に提出されたレポートを分析するため，身

体的な危険は低いと考えた．ただし，レポート

内容を思い出し不快を感じたり，分析を拒否し

たりする場合はこれに応ずることとした．  

本研究は敦賀市立看護大学研究倫理審査委

員 会 の 承 認 を 受 け た の ち 行 っ た （ 受 付 番 号

2 1 0 0 6）．  

 

Ⅲ  結果  

1）災害活動実習の実施状況  

令和 2 年度は敦賀市役所と連携し，「自然災

害 か ら 要 配 慮 者 の 命 を 守 る 健 康 づ く り と 防 災

対策を創造するために，学生が地域特性を理解

し，課題解決に向けた提案ができる」を目的と

して，大学の避難所としての機能調査および大

学周辺のフィールドワークを行った．具体的な

実施状況については表 1 に示す．  

フィールドワークに先立ち，敦賀市役所危機

管理課より避難所開設に関して，開設へのプロ

セスや避難想定，物資の保管や備蓄物の実際お

よび輸送について講義を受けた．その後，履修

した 1 6 名の学生を 4 名ずつの 4 グループに分

けた．各グループは取り組みたい自然災害を自

ら選択し，その自然災害に対し大学を避難所と

して開設することを想定し，避難所としての大

学の機能を調査し，図 1 に示す環境マップを作

製した．   

また，併せて大学周辺の散策も行った．それ

らを通して，課題を発見し解決策を提案するた

めに発表会を行った．各グループの発表内容は

「水害時，生活習慣病を持つ被災者が病状を悪

化させずに避難所ですごすためには」「冬の水

害時における低体温を予防するための効果的

な保温」「地震による二次災害が起きやすく若

者が少ない敦賀市で夏に起こる健康障害を防

ぐには」「コロナをふまえて震災時の避難所で

感染拡大を防止するための対応策」であった．

発表会には敦賀市役所危機管理課・地域福祉

課・長寿健康課・健康推進課も参加し，学生の

提案をもとにディスカッションを行った．ディ

スカッションの様子を写真に示した．   

デ ィ ス カ ッ シ ョ ン 後 に市 役 所 職 員 方 々 よ り

講評をいただいた．「避難所運営において，コ

ロナ渦における熱中症対策〜低体温症対策な

ど，様々な視点でのアイデア，発表を聞くこと

ができた」「看護学生であることを活かした発

想がたくさんあった」といった学生ならではの

アイデアを共有できたというコメントがあっ

た．また，「大規模な災害ほど避難所生活が長

期化するため，二次災害に警戒する必要がある

が，行政としてはまだ細やかな部分まで行き届

いていないこともあり，今回学生が一つ一つテ
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ーマを絞って考察，発表されたことは大変有意

義がある」「今後も学生と行政でディスカッシ

ョンできるとよい」と評価を受けた．さらに，

「地域や区長さん達にもフィードバックして

頂くと良い」「それぞれのテーマで困っている

方たちにとって必要な物資や空間確保などを

想定しているが，これが全体となったときに，

自分たちが考えたことがどこまで実現できる

かを考えていけるといい」「避難所に来院され

ている方の年齢層や特徴などを把握してもう

少しイメージできると良い」「特に要配慮者・

高齢者が災害に備えるために，日頃からの周知

活動（知識の提供など）が大切である」「実際

に来られる人数や特徴なども想定した上で，ス

タッフの配置や役割などについても考えられ

ると具体的になって良いのではないか」といっ

た今後の課題の示唆も学生は受けた．

 

表 1  大 学 を 避 難 所 と し て 考 え る フ ィ ー ル ド ワ ー ク 日 程 表  

 

 

図 1  大 学 を 避 難 所 と し た 場 合 の 環 境 マ ッ プ
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写真  発表会と市役所職員と学生の  

ディスカッション風景  

 

2）レポートのテキストマイニングによる分析  

上記の災害活動実習を経て学生にレポートを

課した．レポートに書く内容は①要配慮者の視

点に立った災害支援についての学び，②感想の

2 点とした．  

Go o gle フォームで研究へ協力すると回答し

たものは 1 6 名中 11 名（ 6 8 .8％）だった． 11

名のレポートを分析に用いた．ＫＨコーダーに

よるテキストマイニングを複数回行い，結果を

詳細に検討し以下の語を強制抽出した．強制抽

出した語は「災害看護」，「災害看護学」，「備蓄

倉庫」，「防災意識」，「地域特性」，「災害サイク

ル」，「プラザ万象（多目的会館名）」，「高齢者」，

「要配慮者」，「要支援者」，「災害活動実習」，

「原子力発電所」，「マンホールトイレ」，「敦賀

市」，「敦賀駅」，「具体的」，「原子力発電施設」，

「看護師」，「看護師免許」，「看護者」，「可能性」，

「実習室」，「災害時」，「生活環境」，「生活習慣

病」，「感染症」，「看護職」，「看護学生」，「看護

大学」，「避難所」，「避難者」，「避難訓練」，「避

難生活」であった．  

テキストマイニングの結果，総語数は 1 6 ,1 0 5

語，異なり語数は 1 ,6 8 7 語だった．異なり語数

とは，同一の語彙を（複数回登場しても） 1 語

と見なして語彙の種類を数える方法のことで

ある．  

頻出上位 3 0 位の語を表 2 に示す．頻出上位の

1 位から 5 位の語と出現回数は、 1 位から順に

「考える」が 1 9 5 回，「災害」が 11 8 回，「避難

所」が 8 9 回，「必要」が 8 6 回，「災害時」が

6 3 回だった．  

 

表 2 頻出上位 3 0 語  

順位 抽出語 出現回数
1 考える 195
2 災害 118
3 避難所 89
4 必要 86
5 災害時 63
6 敦賀市 59
7 行う 58
8 避難 56
9 人 51
10 地域 50
11 自分 44
12 被災 41
13 支援 40
13 住民 40
15 感染 39
16 実際 38
17 高齢者 37
17 実習 37
19 大学 35
19 役割 35
21 準備 34
22 多い 33
22 大切 33
24 高血圧 32
24 対策 32
26 健康 31
27 災害看護 30
28 リスク 29
28 生活 29
30 患者 28  

  

共起ネットワークの結果を図 2 に示す．共起

ネットワークによる分析は，対象語を 6 0 語程

度にするため出現回数 1 5 回以上の語とした．

共起ネットワークの対象となったのは 7 7 語だ

った．7 7 語について J ac c ar d 係数 0 . 2 以上の共

起関係があるものを共起ネットワーク上に示

した．その結果，共起ネットワークで使用され

た語は 4 6 語，語同士の共起関係は 6 1，J ac c ard
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係数は 0 .0 5 9 だった．共起関係の強い語の集団

が 7 つ認められた． 7 つそれぞれは，「災害」，

「災害時」，「考える」を中心に構成されたもの，

「地域」，「特性」，「住民」，「準備」で構成され

たもの，「要配慮者」，「高齢者」，「多い」，「人」

を中心に構成されたもの，「感染」と「ウィル

ス」で構成されたもの，「患者」，「高血圧」，「支

援」を中心に構成されたもの，「今回」，「実習」，

「実際」を中心に構成されたもの「特徴」，「起

こる」，「重要」で構成されたものであった．

Ja c c ar d 係数とは，同じ文章中に 2 つの語が同

時に出現すると共起関係が強いとみなし，1 に

近づくほど関連が強いとみなす指標である．

 

 

 

図 2 共起ネットワーク（語数 46 語，共起関係 61， Jaccard 係数 0 .059）  

＊各語間の数字は語同士の Jacca rd 係数を示している。 Jacca rd 係数とは，同じ文章中に 2 つの語が同時に出

現すると共起関係が強いとみなし， 1 に近づくほど関連が強いとみなす指標である．  

 

Ⅳ  考察  

本 研 究 は 災 害 活 動 実 習を 経 て レ ポ ー ト で の

学びが実習目的を反映しているかどうかを検

討し，今後の災害看護教育への基礎資料となる

ことを目指した．実習目的である「自然災害か

ら要配慮者の命を守る健康づくりと防災対策

を創造するために，学生が地域特性を理解し，

課題解決に向けた提案ができる」から表 2 の頻

出語の結果を見ると，「考える」「災害」「避難

所」「必要」「災害時」といった語が上位にあっ

た．これは，今回の実習が大学を避難所とした

場合を想定したため上位に上がったと考え ら

れた．また，これら以外の頻出語の中には「敦

賀市」「地域」「住民」「高齢者」「高血圧」「生

活」といった語も見られた．これらの語は，実

習目的にある学生が地域特性を理解するとい

う部分が反映されたと考えられる．敦賀市は平

成 3 1 年時点で高齢化率 2 7 .8％（第 4 期敦賀市

6 
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地域福祉計画，2 0 2 0）と全国の高齢化率（総務

省統計局，2 0 2 0）とほぼ同程度で高齢化は進ん

でおり，今後の予測では人口減により全国平均

よりも早く高齢化がさらに進むことが予測さ

れている．また，第 2 次健康つるが 2 1 計画

（ 2 0 1 5）では敦賀市で治療を必要としている高

血圧の患者は，1 位の悪性新生物に次ぐ 2 位と

なっている．そのため敦賀市は減塩をはじめと

した一次予防に力を入れている．学生たちはこ

れらの地域特性を踏まえて災害看護について

考えたことが推察された．  

共起ネットワークでは 7 つの集団が形成さ

れた．一つ目の語の集団は「災害」，「災害時」，

「考える」を中心に構成されたもので「災害看

護」「役割」が最も強く結びついていた．この

集団は「災害看護の役割について考える」や「災

害時に自分たちができることを考える」といっ

たレポートの書き出しの部分を構成している

文章から抽出されて いた．二つ目は「地域」，

「特性」，「住民」，「準備」で構成されたもので

あった．この集団は，先述した集団を構成した

文章を受けた段落の文章を反映していた．「地

域の特性を理解する」や「地域の住民の避難準

備の状況」などの文章だった． 3 つ目は「要配

慮者」，「高齢者」，「多い」，「人」を中心に構成

され「避難」「敦賀市」といった共起関係も見

られる集団だった．これは「地域の特性を理解

する」といった文章を受けて，敦賀市の状況を

述べる文章から構成されていた．4 つ目は「患

者」，「高血圧」，「支援」を中心に構成されたも

のだった．これは先述の集団と同様に敦賀市の

要配慮者の特徴や避難所で起こりえる健康課

題について述べる文章から構成されていた．そ

して 5 つ目の集団では「今回」，「実習」，「実際」

を中心に構成されたものであり「具体的」「イ

メージ」も強く結びついていた．この集団はレ

ポートの最終章にあたる部分の文章で構成さ

れていた．これまでの集団を形成した文章を受

けて，実際にフィールドワークを行うことで地

域住民が抱える課題を具体的にとらえること

ができたという学びが多くのレポートで書か

れていた． 6 つ目の集団である「特徴」，「起こ

る」，「重要」で構成されたものは，レポートの

構成によらず「災害ごとの特徴」であったり「突

然起こるため準備が重要」といったりした文章

から構成されていた． 7 つ目の「感染」と「ウ

ィルス」で構成された集団は避難所に避難する

際に，前年度からパンデミックが続いている

COV I D-1 9 対策を述べる文章から構成されてい

た．以上のように共起ネットワークを概観する

と，レポートがある程度まとまった形で構造化

されていることが明らかとなった．それは，表

1 に内容の一部を示す災害活動実習が災害活

動論や市担当者からの講義を含めた座学から

始まり，フィールドワークへ進み，特定地域の

要配慮者や要支援者への具体的援助を考え提

案し，専門家から示唆を得るという流れを踏ま

えているためと推察された．そのため，レポー

トがまず災害看護や災害について語り，続いて

地域の特徴とその特徴を踏まえた対策につい

て考え，フィールドワークにより地域の特徴を

実感し改めて災害看護の大切さを学び取ると

いった構造となったと考えた．中江（ 2 0 2 1）は

避難所運営シミュレーション HU G を用いた看

護学生の学習効果について，実際に生活してい

る学舎の平面図を用いたことが有効だったこ

とを報告している．本学の災害活動実習も実際

に使用している体育館やその周辺地域をフィ

ールドワークしており効果的であったと考え

られた．また，共起ネットワークの語に「感染」

と「ウィルス」で構成された集団があった．災

害看護は，平常時の看護実践が基本となり，状

況に合わせてその知識を柔軟に活用すること

が求められる．今回，有事のことを考えること

で，日頃の新型コロナ感染症拡大防止対策につ

いて学生たちは見直す機会にもつながったと

考える．  

構 造 化 さ れ た レ ポ ー トと そ こ か ら 抽 出 さ れ

た共起ネットワークを構成する語を見ると，学

生は実習目的である「自然災害から要配慮者の

47 



敦賀市立看護大学ジャーナル 第６号 

 Journal of Tsuruga Nursing University vol.6 
 

命を守る健康づくりと防災対策を創造するた

めに，学生が地域特性を理解し，課題解決に向

けた提案ができる」に沿った形で学びを進めて

いったことが推察できた．そして ,学生が社会

状況にも柔軟に対応しようとしている姿勢も

うかがえた．  

市の担当課と連携し災害に関する講義にフ

ィールドワークを加え，発表しディスカッショ

ンするという本学の災害活動実習は，実習目的

に沿った学びにつながっていると考えられた．

ただし，分析に用いたレポートは対象 1 6 名の

うち 11 名（ 6 8 .8％）であり，全レポートを対

象とした場合，結果が異なる可能性はある．本

研究を継続しデータを蓄積することで，今後も

より効果的な学習を行える実習を展開してい

ければと考える．  

一方，敦賀市の特徴である原子力発電や原子

力に関する語は抽出されなかった．これは，原

子力に関する講習や施設見学について本レポ

ートとは別に課題を課したためと考えられる．

別に課題を課したため，学生たちは本レポート

には原子力について記述の量を抑えたと考え

た．  

阪神淡路大震災（ 1 9 9 5 年）を契機として看

護基礎教育に災害看護が導入され，その後に発

生した災害の教訓により，災害看護教育の内容

は影響を受けてきたこと（亀井 , 2 0 2 1）が報告

されている．昨今では新型コロナウイス感染症

患者が 2 0 1 9 年に発見され，パンデミックとな

り人の命と生活に多大なる被害をもたらして

いる．その状況を災害として捉える向きもある．

自然災害のみではなく特殊災害や複合災害も

視野に入れた教育内容の検討とその評価は今

後の課題である．  
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